
 

 

 

 

 

新たな財政指針について 

 

財政指針 

～「未来を引き継ぎたい」と思えるまちづくりを支えるために～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自治財政課 

 

①地方債残高を６０億円以下に抑制します。 

②財政調整基金は７億円以上を維持します。 

③公共施設等総合管理基金を８億円以上に積み立てます。 

 

             推進期間：令和１２年度決算まで 
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◎これまでの財政指針の総括 

平成３０年度から令和３年度決算までの期間、以下の４項目を目標に掲げ、財政運営

を行いました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

24.2

16.9

8.3
6.4

0

10

20

30

40

50

60

H30 R1 R2 R3

将来負担比率

将来負担比率

目標値

①  将来負担比率５０％未満の維持 

50.0 

（％） 

（年度） 

※1県内町村平均については、平成３０年８月現在で、公表されて

いる平成２５年度から平成２８年度の数値を使用しております。 

 

② 実質公債費比率７％未満の維持 

※2県内町村平均については、平成３０年８月現在で、公表されて

いる平成２５年度から平成２８年度の数値を使用しております。 

 

③  経常収支比率９０％未満の維持 

6.4 6.4

5.9
5.6

0

1

2

3

4

5

6

7

8

H30 R1 R2 R3

実質公債費比率

実質公債費比率

目標値

（％）

7.0 

（年度） 

④ 財政調整基金７億円以上の維持 
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◎総合振興計画を財政面から支える財政指針 

推進期間：令和４年度から令和１２年度 

第六次吉見町総合振興計画の計画期間にあわせ、令和１２年度の決算までとし、   

中長期的なビジョンをもって財政運営を行うこととします。 

 

 
第六次吉見町総合振興計画 抜粋 

 

 第六次吉見町総合振興計画では、「まちづくり」について町民の皆さんにも積極的に

参加してもらうことを掲げています。新たな財政指針は、誰にでもよりわかりやすい 

項目とすることで、町民の皆さんと目標が共有できる財政運営を目指します。 
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◎新たな財政指針の内容 

新たな財政指針は、下記の３項目を目標に掲げ、財政運営を行います。 

 

①地方債残高を６０億円以下に抑制します。 

安定した財政運営を継続していくため、将来への負担を先送りせず、元金償還額

以内の借入れを基本とする予算編成を行います。 

 

②財政調整基金は７億円以上を維持します。 

これまでも本項目を維持しながら、安定した財政運営を行ってきました。先行きが

見通せない中、新たな財政需要にも対応するため、本項目は継続します。 

 

③公共施設等総合管理基金を８億円以上に積み立てます。 

吉見町公共施設個別施設計画では、令和１３年度以降、中規模修繕（予防保全）に

約１２億円かかる見通しとなっています。将来の負担を軽減するためにも、基金を  

８億円以上に積み立てます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吉見町公共施設個別施設計画 抜粋



 

 

 


